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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 7,920 △51.1 △1,839 ― △1,775 ― △1,684 ―
25年3月期第2四半期 16,198 △36.2 1,952 △50.5 1,794 △53.8 989 △38.6

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △1,643百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 922百万円 （△42.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △99.33 ―
25年3月期第2四半期 58.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 29,602 7,011 23.7 413.45
25年3月期 30,261 8,739 28.9 515.33
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  7,011百万円 25年3月期  8,739百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
26年3月期 ― ―
26年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,200 △18.0 △1,300 ― △1,120 ― △1,300 ― △76.66



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 22,530,000 株 25年3月期 22,530,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 5,571,680 株 25年3月期 5,571,130 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 16,958,597 株 25年3月期2Q 16,959,416 株
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（１）経営成績に関する説明 

  当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末の新政権への交代以降、経済対策・金融政策により円

高是正・株価上昇の傾向が顕著となり、企業収益も輸出産業を中心に改善が見られ、デフレ脱却への期待感が高ま

りました。しかしながら、国内では雇用・所得環境の改善は遅れ、依然厳しい状況にあることに加え、海外では欧

州の債務問題、中国を始めとした新興国の経済成長の鈍化等、不安要素も残る状況のまま推移しました。 

  このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、新造船工事において、前年同四半期

と比べ売上対象船が6隻減少（13隻→7隻）したことに伴う工事量の減少及び海運市況悪化後に受注した低船価で採

算が厳しい新造船を売上計上した結果、売上高は79億20百万円（前年同四半期比51.1％減）、営業損失は18億39百

万円（前年同四半期は営業利益19億52百万円）、経常損失は17億75百万円（前年同四半期は経常利益17億94百万

円）、四半期純損失は16億84百万円（前年同四半期は四半期純利益9億89百万円）となり前年同四半期に比べ減収

減益となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 （単位：百万円） 

（注）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

①船舶事業 

  新造船工事につきましては、是正されつつある円高状況に受注環境の改善が期待されましたが、市況好調時に

中国・韓国造船所の大量竣工がもたらした世界的な船腹過剰状態は解消されておらず、船価の回復には至りませ

んでした。加えて高止まりの状況にある資機材等の価格が収益を圧迫し、厳しい受注競争が強いられました。 

  改修船工事につきましても、海運業界における市況の低迷で修繕費用が抑制される等、受注・採算面共に厳し

い状況が続きました。 

  このような状況のもと、当社は、多種多様な船種船型に対応できる高い設計力・技術力で顧客ニーズに応え、

製造体制（瀬戸田工場・因島工場）を効率的に活用してコストダウンと生産性の向上に努めました。また、当社

と海上技術安全研究所で共同開発した「ステップ」（波を抑えて燃費を向上させる省エネ装置）を既存船に装着

する工事を実施する等、顧客に省エネ装置の効果をアピールし、受注拡大に努めました。 

  この結果、当第2四半期連結累計期間の船舶事業全体の業績につきましては、売上高76億97百万円、セグメン

ト損失14億36百万円となりました。 

 受注につきましては、貨物船、ＲＯＲＯ船、プロダクトキャリア計6隻他で170億73百万円を受注し、受注残高

は、新造船12隻他で281億60百万円となりました。 

  

②その他 

 陸上事業につきましては、公共・民間設備投資は、緩やかに持ち直しているものの、依然として低水準で推移

し厳しい状況が続きました。サービス事業につきましても、個人消費は依然として節約志向が強く、厳しい経営

環境が続きました。 

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高3億25百万円、セグメント損

失2百万円となりました。   

    

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
報告セグメント

その他 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結損益

計算書計上額 船舶事業 

売上高  7,697  325  8,023  △103  7,920

セグメント損失（△）  △1,436  △2  △1,439  △400  △1,839
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（２）財政状態に関する説明 

（連結財政状態） 

 （単位：百万円） 

  

 総資産は、前連結会計年度末の302億61百万円から6億59百万円減少し、296億2百万円となりました。 

 これは主に、受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。 

  

 負債は、前連結会計年度末の215億22百万円から10億68百万円増加し、225億90百万円となりました。 

  これは主に、長期借入金の増加等によるものであります。 

  

 純資産は、前連結会計年度末の87億39百万円から17億28百万円減少し、70億11百万円となりました。 

 これは主に、利益剰余金が減少したことによるものであります。 

    

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  通期の連結業績予想につきましては、世界経済、海運市況共に先行き不透明な状況で推移しておりますが、受

注状況を踏まえ、平成25年5月9日に公表いたしました業績予想は変更しておりません。 

  なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

   

   

  
前連結会計年度 

（平成25年3月31日）  

当第2四半期連結会計期間 

（平成25年9月30日）  
増減  

総資産   30,261 29,602 △659

負債   21,522 22,590 1,068

純資産   8,739 7,011 △1,728
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２．四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,553 12,089

受取手形及び売掛金 5,053 3,695

商品 2 1

仕掛品 647 171

原材料及び貯蔵品 108 144

その他 2,017 923

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 17,376 17,017

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,579 2,505

構築物（純額） 1,252 1,239

機械装置及び運搬具（純額） 1,590 1,464

土地 4,601 4,601

その他（純額） 483 430

有形固定資産合計 10,508 10,240

無形固定資産   

その他 144 116

無形固定資産合計 144 116

投資その他の資産   

投資有価証券 2,004 2,016

その他 313 296

貸倒引当金 △85 △85

投資その他の資産合計 2,232 2,227

固定資産合計 12,885 12,585

資産合計 30,261 29,602
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,997 4,513

短期借入金 3,923 4,137

未払費用 765 711

未払法人税等 12 10

前受金 779 818

賞与引当金 116 114

工事損失引当金 3,213 3,323

その他の引当金 69 48

その他 348 639

流動負債合計 14,225 14,316

固定負債   

長期借入金 4,878 5,735

再評価に係る繰延税金負債 930 930

退職給付引当金 1,215 1,318

資産除去債務 63 64

その他の引当金 43 －

その他 164 225

固定負債合計 7,296 8,274

負債合計 21,522 22,590

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,200 1,200

資本剰余金 672 672

利益剰余金 7,268 5,499

自己株式 △2,015 △2,015

株主資本合計 7,125 5,355

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 157 199

土地再評価差額金 1,456 1,456

その他の包括利益累計額合計 1,614 1,655

純資産合計 8,739 7,011

負債純資産合計 30,261 29,602
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

売上高 16,198 7,920

売上原価 13,645 9,225

売上総利益又は売上総損失（△） 2,552 △1,305

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 159 165

その他 440 368

販売費及び一般管理費合計 600 534

営業利益又は営業損失（△） 1,952 △1,839

営業外収益   

受取配当金 8 22

還付加算金 1 44

雇用調整助成金 － 72

その他 2 10

営業外収益合計 11 149

営業外費用   

支払利息 51 53

その他 118 31

営業外費用合計 170 85

経常利益又は経常損失（△） 1,794 △1,775

特別利益   

固定資産売却益 － 1

特別利益合計 － 1

特別損失   

固定資産除却損 120 3

特別損失合計 120 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,673 △1,776

法人税、住民税及び事業税 199 10

法人税等調整額 484 △102

法人税等合計 683 △91

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

989 △1,684

四半期純利益又は四半期純損失（△） 989 △1,684
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 989 △1,684

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △67 41

その他の包括利益合計 △67 41

四半期包括利益 922 △1,643

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 922 △1,643

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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  該当事項はありません。   

   

   

  該当事項はありません。   

   

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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平成２５年１０月３１日  

                                                                          内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

 

平成２６年３月期第２四半期決算の概要 

 

１．当第２四半期の業績について 

    当第２四半期は下表のとおり、前期に比べて、個別、連結とも減収減益の決算となった。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

売 

上 

高 

 

個 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１３隻） １４，５０３ （ ７隻）  ５，７２５ （△６隻） △８，７７８

改 修 船 （４９隻）  １，３４７  （５０隻）  １，７１２ （ １隻）     ３６４

そ の 他 ８９ ２２７ １３８

計 １５，９４１ ７，６６５ △８，２７５

連         結 １６，１９８ ７，９２０ △８，２７８

  （注）個別・連結売上高の減収要因は、新造船工事において、前第２四半期と比べ売上対象船が６隻減少（１３隻→７隻）し

たことに伴う工事量の減少及び海運市況悪化後に受注した低船価の新造船の売上計上によるものである。 

 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

 損 

 

 

 益 

営  業 

利  益 

個 別 １，９４３ △１，８５４ △３，７９８

連 結 １，９５２ △１，８３９ △３，７９２

経  常 

利  益 

個 別 １，７８４ △１，７０７ △３，４９１

連 結 １，７９４ △１，７７５ △３，５６９

四半期 

純利益 

個 別 ９８５ △１，６０８ △２，５９４

連 結 ９８９ △１，６８４ △２，６７４

（注）個別・連結損益の減益要因は、新造船売上隻数減少による売上高の大幅な減少と海運市況悪化後に受注した低船

価で採算が厳しい新造船の売上計上によるものである。 

 

２．船舶事業の受注状況について 

  新造船工事については、是正されつつある円高状況に受注環境の改善が期待されたが、市況好調時に中国・韓国

造船所の大量竣工がもたらした世界的な船腹過剰状態は解消されておらず、船価の回復には至らなかった。加えて

高止まりの状況にある資機材等の価格が収益を圧迫し、厳しい受注競争が強いられた。 

  改修船工事についても、海運業界における市況の低迷で修繕費用が抑制される等、受注・採算面共に厳しい状況

が続いた。 

  このような状況のもと、当社は、多種多様な船種船型に対応できる高い設計力・技術力で顧客ニーズに応え、製造

体制（瀬戸田工場・因島工場）を効率的に活用してコストダウンと生産性の向上に努めた。また、当社と海上技術安全

研究所で共同開発した「ステップ」（波を抑えて燃費を向上させる省エネ装置）を既存船に装着する工事を実施する等、

顧客に省エネ装置の効果をアピールし、受注拡大に努めた。 

  この結果、受注については、貨物船、ＲＯＲＯ船、プロダクトキャリア計６隻他で１７０億７３百万円受注し、受注残高

は、新造船１２隻他で２８１億６０百万円となった。 

 

 

 

 

 



 

 

３．平成２６年３月期の業績予想について 

通期の業績予想については、世界経済、海運市況共に先行き不透明な状況で推移しているが、受注状況を踏まえ、

平成２５年５月９日に公表した業績予想は変更していない。 

なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

 

                              （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個 別 連 結 

売 上 高 ２１，７００ ２２，２００

営 業 利 益 △１，３００ △１，３００

経 常 利 益 △１，１２０ △１，１２０

当 期 純 利 益 △１，３００ △１，３００

 

 

 

 

 

（おわり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




